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This article is a study on the scenario development as one of the methodologies of MOT 
(Management of Technology). For this research purpose, the world scenario in 2025, “Global Trends 
2025: A Transformed World” published in November, 2008 which was developed by National 
Intelligence Council within the U.S. Government, is referred. 
This article gives the implications to global MOT’s managers at corporations on how to cope with 
an uncertain world. 
 
要  約 
本論は MOT（技術経営）の方法論のひとつであるシナリオ開発に関する研究である。この
研究のため本論は、米国連邦政府の国家情報評議会が2008年11月に発表した“Global Trends 






米国連邦政府の国家情報評議会（National Intelligence Council、以下 NIC と略す）は2008年11月










＊ 早稲田大学大学院商学研究科 教授 
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 1 ．2025 年世界シナリオとは 
まず2025年世界シナリオと MOT の関係、またそのシナリオの背景や概要などについて述べる。 
 
 1 － 1  世界シナリオ開発と MOT の関係 






シュワルツは NIC の顧問としてレポート開発に関与している。さらに、NIC レポート2025の執筆には
SRI にて筆者の同僚であったウィリアム・ラルストン博士やニック・エヴァンス博士が参加している。 
 
 1 － 2  ４つの2025年世界シナリオとは 
NIC レポート2025は2025年未来に向けて 4 つの世界シナリオを提起している。世界シナリオ 1 は
“A World Without the West”である。現代世界は西欧文明主導社会であり、日本を除く先進国はすべ
て西欧諸国である。しかしながら近未来、アジア、中南米、中近東、アフリカなど西欧以外の地域の台
頭が起きると NIC レポート2025は予測している。そこで世界シナリオ 1 を本論では『世界多極化シナ
リオ』と命名する。 
次に世界シナリオ 2 をみてみよう。それは“October Surprise”である。米国では毎年、 8 月か 9 月
にハリケーンが襲来するが、それが10月に襲来するようになる。つまり地球に深刻な気候異変が起き
ると NIC レポート2025は予測している。そこで、本論では世界シナリオ 2 を『気候異変シナリオ』と
命名する。 
NIC レポート2025によれば、世界シナリオ 3 は“BRICs’ Bust-Up”である。BRICs とはブラジル、
ロシア、インド、中国の 4 カ国の新興成長国群を指す。そこで本論では世界シナリオ 3 を『BRICs 台
頭シナリオ』と命名する。ちなみに、BRICs は世界経済社会にとって機会と脅威の両面性をもつ。 





は世界シナリオ 4 を『世界政府シナリオ』と命名する。 
 
 1 － 3  ４つの世界シナリオの相互関連性 
つぎに上記の 4 つの世界シナリオの相互関連性について述べる。世界経済のグローバル化とともに、







ら 4 カ国はまとめて BRICs と呼ばれるようになった。西欧諸国および日本に加えて、BRICs が経済大
国になれば、世界政治は多頭化し、収拾のつかなくなる可能性がある。そこで、国連の延長線上に位置
付けられる中央集権型の世界政府の樹立が不可欠になるのである。そのための先行モデルとして、まず























リゴ A およびオリゴ B と呼ぶ。オリゴ A は、米国国防総省を中心に形成される強大な軍産複合体を実
質的に支配する米国軍事覇権の資本家で構成される。彼らは軍事産業のみならず、米国金融機関、そし
て中東や中南米の石油利権までも握っている。米国軍事覇権に関して、現実に米軍は米国内に留まらず、



























 2 ．世界シナリオを決定づけるのは BRICs 
図１からわかるように、2025年世界シナリオを決定づけるのは、BRICs の台頭である。オリゴ A に

















オリゴ Ａ オリゴ Ｂ 
気候異変 
シナリオ 
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世界の石油消費量予測









































このように二律背反の側面をもつ BRICs の台頭に対して、軍事覇権主義のオリゴ A は COP の取り
決め程度で地球環境の悪化を防止することは不可能と考え、巨大人口を有する BRICs の台頭を脅威と
みなし、BRICs の経済発展を軍事的に抑制する世界戦略シナリオをもっている。一方、経済覇権主義
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 2 － 2  BRICs 台頭に伴う世界多極化の進展 
2010年初頭時点において、世界を政治的に主導しているのは依然として米国、欧州諸国である。日
本は近々、GDP（国内総生産）統計において中国に追い抜かれると予想されているものの、現時点で
は米国に次いで GDP が世界第 2 位であるため G 7 （先進 7 カ国、米国、日本、ドイツ、イギリス、フ
ランス、イタリア、カナダ）にアジア唯一の代表国として参加してきた。ところが、20世紀末より
BRICs の台頭が著しくなり、G 7 にまずロシアが加わって G 8 となり、近年では一挙に G20 と増加、
世界は急速に多極化している。今後は、この世界多極化シナリオに従って、世界政治体制が G20 とい










以上の議論より、BRICs の発展シナリオあるいは瓦解（Bust - Up）シナリオは、オリゴ A およびオ








である。そこで BRICs の代表として中国の2025年シナリオを描くものとする。 
 






（Global Business Network）（注３）が公開した資料を参考にしている。 




















図３のシナリオ 1 は中国の『世界的経済大国』化であり、中国は世界一の GDP（国内総生産）を達
成するとみている。このシナリオ実現条件はオリゴ B が、その巨大な金融投資力によって中国に大規
模投資することである。代表的な国際金融機関のゴールドマン・サックス（GS）は中国投資に極めて









もし、米国にてオバマ政権が続けば、シナリオ 3 の中国の『アジア覇権国』化あるいはシナリオ 4 の
中国の『世界的覇権大国』化が現実味を帯びてくる。米国軍事覇権の対中インパクトが弱まると、中国
はシナリオ 1 およびシナリオ 2 の経済・貿易立国に加えて、その経済力をバックにして国際政治的に覇




















出所：GBN 2006年資料“Four Futures for China Inc.”を参考に筆者作成 
オリゴＢ（国際金融資本）の対中インパクト 
オリゴＡ（米国軍事覇権）の対中インパクト
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は確かである。 
 
 3 － 2  今後予想される中国シナリオ展開 
今後、中国がどのようなシナリオ展開をみせるかは、世界的寡頭勢力のオリゴ A とオリゴ B が勢力
争いの結末如何で決まる。両者の対立軸は、当面、両者の対中戦略の違いで決まる。経済高成長を目指
す中国政府はオリゴ B との連携を望むであろう。ところで米国オバマ政権の外交戦略はオリゴ A とオ
リゴ B の両者から影響を受けているが、米国の世界軍事戦略についてはオリゴ A に左右されている。
その証拠に、平和主義の米国民から支持されて大統領になったバラク・オバマは、米国世論に逆らって
2009年12月、アフガニスタンに 3 万人の米軍兵力を増派すると発表している。一方、オリゴ B はオバ
マ政権に対し、極東アジア外交において日米関係よりも米中関係の重視と深化を期待している。その証
拠に、2009年11月、オバマのアジア歴訪時、日本より中国を重視する外交姿勢が目立った。このよう
なオバマのアジア外交戦略は、オリゴ B の主導する EU 欧州連合体のアジア外交戦略とも一致する。 













年代初頭まで続いた冷戦時代にはオリゴ A にとって仮想敵国であったことを忘れてはならない。 
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である。そこで以下に日本のグローバル MOT 企業の経営者への示唆を示す。 
 






















































注 1 ：National Intelligence Council, “Global Trends 2025: A Transformed World”, November, 2008 
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http://en.wikipedia.org/wiki/Bilderberg_Group （2010年 1 月10日現在） 
注 3 ：Global Business Network 
http://www.gbn.com/ （2010年 1 月10日現在） 
注 4 ：Yukio Hatoyama, “A New Path for Japan”, August, 2009, The New York Times 
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